
Ⅲ 個が生きる学習指導のために 
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指導に生きる評価を 
 

学習評価により、「児童生徒にどういった力が身に付いたか」という学習の

成果を的確に捉え、教師が指導の改善を図るとともに、児童生徒が自らの学

習を振り返って次の学習に向かうことができるようにすることが大切です。 

 

 (1) 評価の観点 

 育成を目指す資質・能力の３つの柱に対し、目標に準拠した評価を推進するため、

観点別学習状況の評価の３観点が以下のように整理されました。   

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 

  
    
 

(2) 教育課程の改善・充実に向けて 

 特別支援学級で行った授業や単元での学習評価を積み上げ、授業改善とともに、教育

課程の改善にもつなげるカリキュラム・マネジメントを図ります。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ-11  

サ
イ
ク
ル 

計画（Ｐ） 
年間指導計画 

・ 

個別の指導計画 
（年間目標） 

改善（Ａ） 

次年度の 
年間指導計画・ 
個別の指導計画 

の作成 

実施（Ｄ） 
単元指導計画 

 

評価（Ｃ） 
単元指導計画の

実施を踏まえた
年間指導計画の

評価 

実施（Ｄ）単元指導計画 

 

授
業
づ
く
り 

サ
イ
ク
ル 

計画（Ｐ） 
単元指導計画 

改善（Ａ） 
単元指導計画の

改善案 

実施（Ｄ） 
日々の 

授業実践 

評価（Ｃ） 

単元全体の児童
生徒の学習状況
や学習活動、手
立てなどの評価 

実施（Ｄ）日々の授業実践 

 

授
業
実
践 

サ
イ
ク
ル 

計画（Ｐ） 
日々の授業実践 

改善（Ａ） 
次時に向けた 
改善案 

実施（Ｄ） 
授業 

学びの姿 

評価（Ｃ） 
児童生徒の学習
状況や学習活

動、手立てなど
の評価 

学校教育目標・全体計画など 

障がいのある児童生徒など特別な配慮を必要とする児童生徒に関わる学習評価 
○ 個々の児童生徒の状況に応じた評価方法の工夫改善を通じて、各教科の目標や内容に応じた学習状況
を適切に把握し、指導や学習の改善に生かしていく。 

○ 知的障害者である児童生徒に対する教育を行う特別支援学校の各教科についても文章記述という考え
方を維持しつつ、観点別の学習状況を踏まえた評価を取り入れる。 

○ 個別の指導計画に基づく評価等と指導要録との関係を整理することにより可能な場合には、指導に関
する記録の大幅な簡素化を行う。 

○ 個々の児童生徒の状況に応じた評価方法の工夫改善を通じて、各教科等の目標や内容に応じた学習状
況を適切に把握し、指導や学習の改善に生かしていく。 

○ 知的障がい者である児童生徒に対する教育を行う特別支援学校の各教科についても文章記述という考
え方を維持しつつ、観点別の学習状況を踏まえた評価を取り入れる。 

○ 個別の指導計画に基づく評価等と指導要録との関係を整理することにより可能な場合には、指導に関
する記録の大幅な簡素化を行う。  

個人内評価 

● 観点別学習状況の評価には示しきれ
ない一人一人のよい点や可能性、進歩
の状況について評価するもの。 

知識及び技能 
思考力、判断力、 

表現力等 
学びに向かう力、 
人間性等（※） 

学習指導要領に示す 
目標や内容 

知識及び技能 思考力、判断力、 
表現力等 

学びに向かう力、 
人間性等 

評定 

● 観点別学習状況の結果を総括するもの。 

● ５段階で評価  

観点別学習状況評価の
各観点 

知識・技能 主体的に学習に 
取り組む態度 

 

思考・判断・表現 

「学習評価の在り方ハンドブック」国立教育政策研究所 

https://www.nier.go.jp/kaihatsu/pdf/gakushuhyouka_R010613-01.pdf
https://www.nier.go.jp/kaihatsu/pdf/gakushuhyouka_R010613-01.pdf
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(3) 学習評価の円滑な実施に向けて 

○ 評価規準や評価方法を事前に教師間で検討し、学習評価の妥当性や信頼性を高め

ましょう。 

○ 時間のまとまりごとに評価場面を精選して児童生徒の学習状況を把握し、指導の

改善に生かしましょう。 

○ 学習評価の方針を事前に児童生徒と共有し、児童生徒自身に学習の見通しをもた

せましょう。 

 

(4) 指導と評価の一体化 

  児童生徒が主体的に学習するために、学習状況を把握しその情報を児童生徒にフィー

ドバックするなど、評価を学習支援の手段とすることが大切です。 

例えば、ルーブリック表を活用して評価規準を示すことにより、授業の目標が明確に

なり、児童生徒が次の段階へと学びを深めることが期待できます。指導と評価の一体化

を図るには、児童生徒一人一人のよさや可能性に共感し、積極的に生かすよう指導する

とともに、よりよい自己実現に向かうように評価していくことが大切です。 
  

≪例≫ ルーブリック評価による単元の評価規準（保健体育「フットベースボール」を例に）  

 知識及び技能 思考力・判断力・表現力等 学びに向かう力、人間性等 

単元の目標 

きまりや簡単なルールを守

り、基本的な技能を身に付け、

簡易化したゲームを行う。 

自分のチームの目標を見つ

け、その達成のために友達と考

えたことを他者に伝える。 

友達と助け合ったり、場の用

具や安全に留意したりして進ん

で取り組む。 

 

 

観点 単元の評価規準 目標の一部を達成する状態 概ね満足できる状態 十分に満足できる状態 

知識・技能 

きまりや簡単なルールを
守り、基本的な技能を身に
付け、簡易化したゲームを
行っている。 

・ルールを知り、一つでも
守ることができている。 

 
・自分でボールを置いて前
に蹴ったり、目の前に飛
んできたボールをキャッ
チしたりすることができ
ている。 

・ゲームのルールを守るこ
とができている。 

 
・人のいないところにボー
ルを蹴ったり、飛んでき
たボールをその場から動
いてキャッチしたりする
ことができている。 

・ゲームのルールを守り、
友達にも伝えることがで
きている。 

・ゲームの流れを考えてボー
ルの蹴り方を変えたり、
友達がキャッチしやすい
ボールを投げたりするこ
とができている。 

思考・判断・表現 

球技についての自分やチー
ムの目標を見付け、その解
決のために友達と考えた
り、工夫したりすることを
他者に伝えている。 

・自分の目標を考えること
ができている。 

・自分の目標を考えたり、
教師と一緒にチームの目
標を考えたりすることが
できている。 

・チームの目標を友達と相
談して決めることができ
ている。 

主体的に学習に 
取り組む態度 

きまりや簡単なルールを
守り友達と助け合ったり、
安全に留意したりして、自
己の力を発揮しながら取り
組もうとしている。 

・教師の言葉掛けを聞い
て、けがをしないで活動
することができている。 

・自分がけがをしないで参
加することができて
いる。 

・参加する全員がけがをし
ないような言葉掛けや行
動をしたりすることがで
きている。 

  

 《「フットベースボール」のエースをめざそう！》 

 

ルーキー ★ レギュラー ★★ エース ★★★ 

○ ボールを前にける。 

○ 立って空中のボール

をキャッチする。 

○ 人のいないところに

ボールをける。 

○ 飛んできたボールを

移動してキャッチする。 

○  ランナーを進めるた

めに考えてボールをける。 

○ 友達がキャッチしやす

いボールを投げる。 

 

教師間の評価の視点を統一する 

学習評価の方針を事前
に児童生徒と共有し、学
習の見通しを 
もたせます。 

児童生徒用のルーブリック 


